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１．研究計画の概要 
本研究は、 近の多様化・細分化するグロー
バル・アウトソーシング（国際的分業体制）
が、日本及びその受け入れ国の生産性や雇用、
経済システムの転換に及ぼす影響について
理論・実証の両面から厳密に分析し、具体的
な政策提言を行うものである。その際従来あ
まり分析されてこなかったサービス、研究開
発分野のアウトソーシングについても十分
分析する。より具体的には 
（１）製造業、サービス業の生産工程のアウ
トソーシングが日本の産業あるいは企業レ
ベルにおける賃金構造や生産性に及ぼした
影響を分析する 
（２）日本企業のアウトソーシング受け入れ
国における影響についても産業、企業レベル
の影響について実証的に明らかにする。 
２．研究の進捗状況 
（１）近年の企業ミクロデータによる実証研
究をサーベイし、海外直接投資が国内生産、
雇用や生産性に及ぼす影響についての諸研
究の動向を展望した。加えて、日本企業の対
内外直接投資の特徴に関する研究について
も展望した。日本の製造業の生産工程の国際
的なアウトソーシングによる効果に関して
は、アウトソーシングの影響等による低賃金
国からの輸入が企業の雇用に与える影響を
分析し、低賃金国からの輸入の増加が雇用成
長率にマイナスの効果を与える結果を得た。
しかしこの輸入にはアウトソーシング以外
の効果が含まれるので、途上国と先進国に投
資した日本企業のパフォーマンスの変化を
計測した結果、先進国向け直接投資では、現
地で一貫生産が行われるので、生産量や雇用
の縮小などがみられるのに対して、途上国向
け直接投資では、日本との間で工程間分業が

行われるため、国内での生産量・雇用の拡大、
それにともなう生産効率の改善がみられる
ことが示された。 
（２）製造業を中心に世界のアウトソーシン
グ先となっている中国について産業、企業の
観点から日本企業による中国へのアウトソ
ーシングの状況を様々な指標を使用して概
観した。中国の上場企業を使った分析では、
生産性のキャッチ・アップは必ずしも観察さ
れず、ただ外資系企業が多く立地する沿岸部
でのキャッチ・アップのスピードが早いこと
が判明した。また日本、中国、韓国、台湾で
共通して国内のフロンティア企業がキャッ
チ・アップの対象となっている。中国におけ
る外資系企業からのスピルオーバー効果を
日米で比較し、日本企業からのスピルオーバ
ー効果が米国企業に比して小さいことが確
認された。また中国企業の輸出の特徴を中国
の工業統計の個表を使用して分析し、外資系
企業が重要な役割を果たし、かつ生産性の高
い企業であることがわかった。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。 
申請時の計画を具体化した前述の研究計画
（１）と（２）に沿って、上述のとおり研究
成果が得られ、下記のように各人の個人研究
やグループ研究の成果が公刊・発表されてい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本年度は当該研究の 終年度であり、今まで
のプロジェクト期間 3年間で蓄積してきた研
究成果、データの蓄積を活用して、日本企業
のアウトソーシングの効果に関する包括的
な研究を行う。具体的には内閣府経済社会総
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合研究所において乾が代表を勤め、権、戸堂
が委員として参加する研究プロジェクト「東
アジア経済における企業の国際競争力の決
定要因に関する研究」および経済産業研究所
において乾が副代表を勤め権、戸堂が委員と
して参加する研究プロジェクト「東アジア企
業のキャッチ・アップと日本企業の役割・対
応に関する研究」と有機的な連携を持って研
究する。研究内容としては、韓国・中国企業
のキャッチ・アップが、どの程度日本の競争
条件、企業成長や生産性上昇率に影響したか
について定量的に分析する。また、キャッ
チ・アップに際して、金融の影響や、為替レ
ート、労働コストの影響等についても定量的
な評価を行う。 
年度末に上記のとおり関連研究を進めてい
る内閣府経済社会総合研究所、経済産業研究
所との共同国際シンポジウムを中国、韓国、
日本の研究者の参加を得て開催する計画で
ある。また、これまでの研究成果の出版も計
画しており、入稿前に研究会を開催し，内容
を精査する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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